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「
老
人
の
日
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
か
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋

　
朝
ダ
は
め
っ
き
り
と
涼
し
く
な
り

タ
暮
と
共
に
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

聞
こ
え
て
く
る
蹄
く
虫
の
音
に
も
秋

の
深
ま
り
ゆ
く
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
．
さ
て
今
年
も
こ
の
十
五
日
か
ら

老
人
の
福
祉
週
間
が
は
じ
ま
る
。

　
そ
の
第
一
日
＋
五
日
は
、
「
老
人

の
日
」
で
あ
る
。
「
老
人
」
の
こ
と

ぱ
は
、
ど
う
も
し
っ
く
り
こ
な
い
．

福
祉
通
間
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
国
民

が
こ
ぞ
っ
て
老
八
を
敬
い
な
ぐ
さ
め

よ
と
い
う
趣
旨
で
は
あ
ろ
う
。

　
ひ
と
こ
ろ
老
人
と
い
え
ぱ
、
家
督

を
ゆ
す
っ
た
あ
と
で
も
、
じ
っ
さ
い

に
は
一
家
の
長
と
し
て
家
族
に
臨
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
子
供
を

売
り
飛
ぱ
す
不
心
得
も
の
も
い
た
が

そ
の
多
く
は
自
分
の
分
身
と
し
て
、

家
族
と
同
甘
共
苦
を
と
も
に
し
て
い

る
．

　
と
こ
ろ
が
、
戦
後
は
封
建
的
の
ひ

と
こ
と
で
、
こ
れ
を
葬
り
去
っ
た
。

新
し
“
民
法
で
は
家
長
を
認
め
す
、

遺
産
相
続
も
長
子
一
本
ヤ
リ
か
ら
分

散
相
続
に
か
わ
っ
た
。
こ
う
な
る
と

家
．
庭
に
お
け
る
老
人
の
地
位
は
、
主

権
在
民
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
普
及
と

と
も
に
、
一
落
千
丈
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
た
。
老
人
は
「
若
い
も
の
の
気
持

藤
　
大
　
馨

が
わ
か
ら
な
い
」
と
、
自
分
の
カ
ラ

に
閉
じ
こ
も
り
、
一
歩
も
外
へ
出
よ

う
と
は
し
な
い
。
若
も
の
は
若
も
の

で
、
老
人
に
相
談
し
て
み
て
も
は
じ

ま
ら
な
い
。
と
敬
還
す
る
ど
こ
ろ
か

邪
魔
も
の
扱
い
に
し
て
い
る
．
深
沢

七
郎
氏
「
槽
山
節
考
」
が
一
世
を
風

際
し
た
の
も
、
「
現
代
の
う
ぱ
す
て

山
」
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
．

　
少
な
く
と
も
こ
の
住
み
に
く
い
世

の
中
で
六
十
年
以
上
を
生
き
ぬ
い
た

人
六
は
、
な
ん
ら
か
の
意
味
で
社
会

の
た
め
に
つ
く
し
て
い
る
。
晴
れ
の

舞
台
に
登
場
す
る
八
た
ち
ぱ
か
り
が

世
の
中
を
動
か
し
て
い
る
と
思
う
の

は
僑
慢
も
は
な
は
だ
し
い
．
名
聞
、

利
養
、
を
求
め
す
、
黙
六
と
し
て
お

の
が
た
つ
き
に
魂
を
打
ち
込
ん
で
い

る
「
群
崩
．
」
こ
そ
、
じ
っ
さ
い
は
世

　
　
　
　
　
　
　
ら

の
中
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
。

　
国
家
は
こ
れ
に
対
し
て
報
恩
の
ま

こ
と
を
さ
さ
げ
、
老
後
の
生
活
を
保

障
す
べ
く
着
六
と
そ
の
歩
を
す
す
め

て
は
い
る
が
、
ま
だ
わ
が
国
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

保
障
制
度
は
、
は
る
か
に
先
進
国
の

後
照
を
拝
し
て
い
る
。
老
後
を
食
う

貧
ゆ
え
の
い
ざ
ご
ざ
は
、
仲
六
後
を

だ
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
明
国
の

る
。
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回
部
行
公
先
生
亀
1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

第
三
回
臨
時
村
議
会
開
く

補
正
予
算

　
去
る
八
月
二
十
八
日
、
第
三
回
臨

時
村
議
会
が
開
催
さ
れ
、
会
期
一
日

の
日
程
で
豊
里
頭
首
工
事
業
に
関
す

る
専
決
処
分
、
中
央
地
区
簡
易
水
道

工
事
、
役
場
庁
舎
建
設
工
事
の
請
負

契
約
締
結
に
つ
い
て
、
中
里
村
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
昭

側
四
十
年
度
一
般
会
計
お
よ
ぴ
、
国

保
特
別
会
計
、
簡
易
水
直
事
業
、
農

業
共
済
藁
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

般
会
計
四
百
九
十
九
万
円

に
っ
い
て
慎
軍
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
通
り
可
決
し
た
。

　
付
議
さ
れ
た
主
な
事
件
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

▽
豊
里
頭
首
工
事
榮
費
専
決
処
分
に

っ
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
予
算

に
三
．
百
四
＋
三
万
一
千
円
の
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
七
川
の
水

利
権
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
て
着
工
の

段
階
に
い
た
ら
す
、
本
年
度
に
繰
越

し
た
こ
と
に
つ
い
て
議
決
な
さ
れ
に

も
の
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
国
費
補

助
も
あ
っ
て
豊
里
、
珠
田
地
区
開
懇

建
設
附
帯
事
業
と
し
て
七
川
止
流
に

頭
首
工
を
つ
く
り
、
洪
水
時
の
水
や

ふ
だ
ん
の
余
剰
水
を
球
出
ダ
ム
ま
で

皿
導
水
し
、
豊
里
珠
田
開
田
の
潅
概
水

．
を
確
保
し
ょ
う
と
い
う
工
事
だ
が
、

串
契
関
係
部
落
の
間
で
水
利
権
な
ど

の
調
整
が
つ
か
す
、
早
く
語
し
合
い

が
ま
と
ま
り
円
満
解
決
し
て
工
事
が

実
現
す
る
よ
う
関
係
者
か
ら
の
ぞ
ま

れ
て
い
た
も
の
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

は
、
既
報
中
央
地
区
簡
易
水
道
．
工
噺

役
場
庁
舎
建
、
築
工
事
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

に
も
と
づ
き
、
工
扇
請
負
契
約
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
中
央
地
区
簡
易
水
道
工
事
は

工
事
期
間
昭
和
四
十
年
七
月
二
十
五

日
か
ら
同
年
十
二
月
十
日
ま
で
、
工

事
講
賃
額
千
七
百
八
十
万
円
で
工
事

請
負
者
新
潟
市
東
堀
前
通
り
六
番
町

井
上
工
業
株
式
会
社
と
、
ま
た
役
場

庁
舎
建
築
工
事
は
、
工
事
期
間
昭
和

四
十
年
七
月
三
十
日
か
ら
昭
稀
四
＋

剛
年
五
月
三
十
日
ま
で
、
工
串
請
負

額
三
千
六
百
万
円
で
工
事
請
負
者
長

岡
市
殿
町
渡
倭
建
設
株
式
会
祉
と
の

間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
契
約
を
締
結
し
た

こ
と
に
つ
い
て
議
決
し
た
も
の
。

▽
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
給

与
所
得
者
に
つ
い
て
所
得
額
の
五
％

二
万
円
限
度
額
を
減
額
す
る
と
い
う

こ
と
と
、
従
来
一
般
の
所
御
に
対
す

る
減
税
に
お
い
て
、
九
万
円
以
上
の

所
得
の
あ
る
も
の
に
対
し
、
世
帯
主

を
除
く
世
帯
貞
一
人
に
つ
き
一
万
五

千
円
あ
て
減
額
し
、
さ
ら
に
基
礎
控

除
を
し
た
と
き
に
そ
の
所
得
．
額
が
九

万
円
以
下
に
な
る
も
の
に
つ
い
て
は

こ
の
改
正
で
一
人
二
万
五
千
円
あ
て

の
滅
額
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
た

と
え
ぱ
、
世
帯
員
五
人
の
世
帯
で
は

十
九
．
万
円
ま
で
の
所
得
の
場
合
、
所

得
劃
と
均
等
割
が
三
十
九
年
度
の
四

十
％
減
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
．

▽
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
四
百
九
十
九
万
二
＋
円
追
加
の
ほ

か
国
保
、
簡
易
水
道
、
農
業
共
済
な

ど
特
別
会
計
の
補
正
で
あ
る
が
、
一

般
会
計
に
翁
け
る
主
な
る
も
の
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

▽
才
入
合
計
四
百
九
＋
九
万
一
千
円

村
税
百
八
＋
六
万
九
千
円
、
分
担
金

及
び
負
担
金
八
十
一
万
円
、
使
用
料

及
び
手
数
料
六
万
四
千
円
、
国
慮
交

出
金
＋
七
万
円
減
額
、
県
支
出
金
九

＋
万
一
午
円
、
財
産
収
入
三
＋
五
万

円
、
繰
越
金
百
九
万
五
千
円
、
諸
収
，

入
七
万
二
千
円
。

▽
才
出
合
計
四
百
九
十
九
万
一
千
円

総
務
費
百
四
＋
万
一
千
円
（
庁
用
自

動
車
一
台
八
十
七
万
円
ほ
か
）
民
生

費
五
十
五
万
二
千
円
（
保
青
所
費
五

十
万
五
千
円
ほ
か
）
衛
生
費
二
＋
四

万
七
手
円
（
簡
易
水
道
会
計
繰
出
金

二
十
二
万
五
千
円
ほ
か
）
農
秣
水
産
・

業
費
二
百
五
万
一
千
円
（
農
業
振
興
、

手
円
、
農
地
費
県
巣
程
島
地
区
潅
概

一
事
業
三
＋
八
万
八
千
円
、
上
山
区
画

．
整
理
壌
業
二
十
一
万
五
千
円
、
林
業

．
振
興
費
百
万
円
ほ
か
）
商
工
費
三
千

円
（
商
工
総
務
費
一
万
三
千
円
減
額

観
光
鷺
一
万
六
千
円
）
消
防
費
＋
万

六
千
円
、
教
育
費
六
十
三
万
一
千
円

　
へ
教
膏
総
務
費
三
＋
一
万
八
千
円
、

小
学
校
費
＋
四
万
六
千
円
、
中
学
校

費
＋
二
万
八
千
円
ほ
か
）
特
別
会
計

は
略
。【

写
頁
は
第
三
回
臨
時
村
議
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

費
病
害
虫
防
除
機
七
台
二
十
四
万
二
神
の
と
お
り
文
化
祭
を
開
き
ま
す
。
各

文
化
祭
作
品
募
集
■

ふ
る
つ
て
ご
応
募

下
さ
い

公
民
舘
で
は
来
る
十
一
月
三
日
の

「
文
化
の
日
」
に
因
み
、
今
年
も
次

10

月
ー
日

国
勢
調
査
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
下
さ
い

　
今
年
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
育
、
住
宅
、
求
八
求
職
、
環
境
衛
生

っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
地
域
開
発
、
交
通
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
の
対
策
を
た
て
る
場
合
に
欠
か

　
国
勢
調
査
は
、
国
の
も
っ
と
も
基
・
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
な
り
ま

憲
的
な
統
計
調
査
で
、
全
国
は
も
ち
す
。
と
く
に
最
近
、
就
職
や
出
稼
ぎ

ろ
ん
、
都
道
府
県
、
市
町
村
ご
と
の
な
ど
で
村
内
か
ら
都
市
へ
移
動
す
る

入
口
の
大
き
さ
や
、
男
女
、
年
令
、
　
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
の
で
村
の
人
口

職
業
な
ど
の
人
口
の
構
成
を
明
ら
か
の
大
き
さ
や
、
男
女
、
年
令
、
職
業

に
す
る
た
め
、
五
年
ご
と
に
行
な
わ
な
ど
の
構
成
が
か
な
り
変
っ
て
き
て

れ
で
い
ま
す
．
国
勢
調
査
の
結
果
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
国
勢
調
査

は
、
国
や
県
、
市
町
村
な
ど
が
、
教
一
は
こ
れ
か
ら
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。
各
家
庭
に
は
九
月
二
十
四
日

か
ら
三
十
臼
ま
で
の
閥
に
国
勢
調
査

の
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
調
査
票
を

配
布
し
、
＋
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

の
間
に
、
記
入
済
の
調
査
票
を
取
り

集
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

国
勢
調
査
は
、
九
手
八
百
万
人
に
の

ぼ
る
と
予
想
さ
れ
る
日
本
の
全
人
口

を
、
全
国
い
っ
せ
い
に
も
れ
な
く
調

査
す
る
大
規
模
な
調
査
で
す
。
こ
の

調
査
を
完
全
に
実
施
す
る
た
め
に
は

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

ぜ
ひ
必
要
で
す
．
き
た
る
十
月
一
日

を
期
し
て
行
な
わ
れ
る
国
勢
調
査
で

は
、
も
れ
な
く
調
査
票
に
御
記
入
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
，

種
出
品
物
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

▽
期
日
賜
十
一
月
三
日
（
午
前
八
時

　
三
十
分
よ
り
午
後
四
時
ま
で
）

▽
会
場
腫
田
沢
小
、
中
学
校
。

▽
種
目
“
美
術
、
写
真
、
手
芸
、
短

　
歌
、
俳
句
、
生
花
、
菊
花
、
水
石

　
盆
栽
展
、
芸
能
祭
。

▽
作
品
募
集
要
項

①
美
術
展

◎
書
道
“
一
般
、
中
学
生
、
小
学
生

　
の
部
。
書
体
自
由
、
半
紙
又
は
条

　
幅
。

◎
絵
画
麗
一
般
、
中
学
生
、
小
学
生

　
の
部
。
題
材
自
由
、
四
ッ
切
以
上

◎
彫
そ
彫
像
“
一
般
、
中
学
生
の
部

　
題
材
自
由
、
大
き
さ
自
由
。

②
写
真
展
“
一
般
に
限
る
。
題
材
自

　
由
、
四
ッ
切
以
上
．

③
手
芸
展
“
一
般
、
中
学
生
の
部
．

　
刺
し
ゅ
う
、
編
物
、
細
工
物
、
民

　
芸
品
、
人
形
な
ど
作
品
自
由
。

④
短
歌
、
俳
句
展
腿
一
般
、
中
学
生

　
の
部
。
短
歌
は
一
人
二
首
以
上
、

　
俳
句
は
一
人
三
句
以
上
．

⑤
応
募
〆
切
り
u
＋
月
二
十
九
日
ま

　
で
。
但
し
生
花
展
、
菊
花
、
水
石

　
盆
栽
展
は
十
一
月
二
日
午
後
、
会

　
場
に
て
受
付
レ
ま
す
。

⑥
出
品
先
“
中
里
村
公
民
舘
あ
て
4

　
作
品
に
は
必
す
住
所
（
又
は
学
絞

　
各
）
．
氏
名
、
年
令
を
明
記
し
て
下

　
さ
い
。

⑦
参
加
賞
耀
出
品
者
に
は
粗
品
を
呈

　
上
い
t
し
ま
す
ー
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俵
　
　
例
年
吉
雪
消

千
い
．
え
が
遅
れ
、
春
先

5
き
き
か
ら
異
常
天
候

万
大
が
心
配
さ
れ
た
今

2
果
年
の
稲
作
も
、
よ

約
効
う
や
く
収
穫
期
を

予
勲
む
か
え
嚢
の
不

米
防
携
勇
が
み
の

産
虫
ぞ
、
霊
村
で

　
　
　
　
害
も
一
部
を
除
い
て

年
病
は
今
の
と
こ
ろ
批

0」伍
　
　
　
　
較
的
順
調
に
登
熟

が
す
す
ん
で
い
る
よ
う
で
す
．

と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
適
期
刈
取
り

を
励
行
し
て
刈
遅
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う

と
指
“
導
機
関
で
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
よ
く
注
意
し
て
稲
刈
作
業
を
は

か
ど
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

新
潟
大
学
附
属
病
院

　
保
険
給
付
取
扱
い
決
定

　
先
般
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
保

険
給
付
取
扱
が
い
ろ
く
の
手
続
き

を
完
了
し
て
、
い
よ
く
九
月
十
一

日
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
N
な
り
ま

し
た
の
で
次
の
事
項
に
留
意
の
上
診

な
っ
た
時
必
す
年
金
で
保

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が

な
が
ら
被
用
者
年
金
制
度

金
を
考
え
て
み
ま
す
と
主
・

年
金
を
も
ら
っ
て
い
れ
ぱ

扶
養
加
算
と
し
て
妻
の
分
．

も
ち
ろ
ん
そ
う
額
は
大
き

ま
し
て
離
婚
な
ど
と
な
る

養
加
算
も
っ
か
す
、
全
く

ら
え
な
い
の
で
あ
る
．

五
＋
代
に
し
て
、
離
婚

と
、
す
ぐ
そ
こ
に
稼
働
限

る
場
合
な
ど
全
く
悲
劇
下

今
年
は
苗
代
か
ら
本
田
に
い
た
る

療
を
受
け
て
下
さ
い
。

す
。
次
に
母
子
（
遺
族
）

ま
で
低
温
と
病
害
虫
の
発
生
に
お
び

記

被
用
者
年
金
制
度
の
共
済

や
か
さ
れ
て
き
た
が
、
生
育
期
後
半

に
か
け
て
天
候
も
豆
直
り
、
徹
底
し

た
イ
モ
チ
病
防
除
が
悪
条
件
を
克
服

し
て
、
ほ
ぼ
平
年
作
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
さ
き
ご
ろ
食
糧
亭
務
所

で
ま
と
め
た
今
任
産
米
予
約
数
量
は

二
万
五
千
三
十
五
俵
（
農
協
別
、
中

里
一
万
七
百
十
二
俵
、
倉
俣
一
万
百

三
十
七
俵
、
貝
野
四
午
百
八
十
六

俵
）
と
、
去
年
ま
で
の
予
約
数
量
を

は
る
か
に
上
廻
っ
で
中
里
村
史
上
最

①
被
保
険
者
証
を
必
す
持
参
す
る
こ

　
と

②
現
在
同
病
院
に
入
院
中
の
被
保
険

　
者
は
同
日
ま
で
に
被
保
険
者
証
を

病
院
に
提
示
す
る
こ
と
一

③
一
部
負
担
金
は
当
分
の
間
世
帯
主

　
七
割
、
世
帯
員
は
五
割
を
窓
口
で

　
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
で
役
場

　
か
ら
二
割
本
人
の
方
に
差
額
友
給

　
し
ま
す

＋
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
時

金
の
二
分
の
一
（
最
低
保

千
円
）
の
遺
族
年
金
、
又

が
＋
年
以
下
の
場
合
遺
族

終
り
ま
す
．
＋
年
以
下
の
、

八
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
て

さ
い
場
合
た
い
へ
ん
困
る

ま
す
。
又
厚
生
年
金
に
つ
い

ヵ
月
以
上
勤
務
期
間
の
あ

亡
く
な
つ
た
場
合
最
低
六

高
で
す
．
豊
作
と
ま
で
は
い
か
な
い

に
し
て
も
、
作
柄
を
見
通
し
て
の
予

約
と
み
ら
れ
る
の
で
、
売
渡
し
実
績

被
用
者
年
金
と

そ
の
妻
の
立
場

金
を
も
ら
い
ま
す
が
、
し
孤

で
は
多
い
と
は
申
せ
ま
せ

瞳
害
年
金
に
つ
い
て
で
す

も
昨
年
の
二
万
五
千
六
＋
四
俵
を
超

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
拠

の
被
用
者
年
金
制
度
で
は

え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

出
制
国
民
年
金
が
発
足
し
、
い
ま
ま

害
に
つ
い
て
は
妻
に
は
年

ま
す
。

で
あ
っ
た
各
種
の
被
用
者
年
金
（
厚

ま
せ
ん
。
障
害
者
と
な
っ

ま
だ
中
晩
生
品
種
ぱ
刈
取
り
ま
で

生
年
金
、
各
種
共
済
組
合
）
と
合

は
主
人
に
亡
く
な
ら
れ
た

に
は
か
な
り
の
期
間
が
あ
り
、
一
部

せ
、
国
民
年
金
の
時
代
に
入
っ
た
わ

活
の
困
窮
は
明
ら
か
で
あ

で
は
冷
害
の
様
相
も
あ
ら
わ
れ
て
い

け
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民

被
用
者
年
金
制
度
の
妻
は

る
と
か
、
や
は
り
収
穫
し
て
み
な
い

が
老
令
、
障
害
そ
し
て
母
子
状
態
に

の
任
意
加
入
の
対
象
と
な

、
し
か
し

（
最
低
保
障
六
万
七

全
く
障生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
の
間
題
は
国
民
年
金
の
加
入
で
解
｝
に
答
申
致
し
、
徐
六
に
期
待
に
添
う

消
で
き
ま
す
．
国
民
年
金
に
加
入
致
｝
年
金
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
ま
す
と
、
老
令
、
障
害
、
母
子
各
加
入
す
る
の
は
、
任
意
加
入
で
す
の

年
金
に
該
当
致
し
ま
す
。
又
老
後
の

生
活
設
計
と
し
て
是
非
国
民
年
金
に

加
入
し
て
下
さ
い
。
国
民
年
金
も
先

般
の
中
央
審
議
会
で
は
夫
婦
月
一
万

円
（
二
十
五
年
納
付
）
を
厚
生
大
臣

，
で
、
役
場
に
届
け
た
日
を
も
っ
て
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
尚
、
詳
細
は
役
場
年
金
係
に
お
き

き
下
さ
い
．

自動車等による負傷は

　すぐ国保に届出を

最
近
交
通
亭
故

が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起

き
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
事
故
の

多
く
は
保
険
証
を

使
っ
て
診
療
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
交

通
事
故
と
か
他
人

に
よ
っ
て
負
傷
し

た
よ
う
な
と
き
は

役
場
に
必
す
連
絡

し
て
下
さ
い
．
こ
れ
を
怠
た
る
と
自

分
が
思
わ
ぬ
不
利
益
冷
、
受
け
る
結
果

に
な
り
ま
す
。

※
例
え
は
一
万
円
の
治
療
費
が
か
』

　
っ
た
場
合

・
国
保
が
き
く
と
い
う
こ
と
で
、
三

　
割
分
の
三
千
円
を
窓
口
負
担
分
と

　
し
て
加
害
者
か
ら
医
療
機
関
に
支

　
払
っ
て
も
ら
っ
た
。

・
国
保
は
七
割
給
付
だ
か
ら
医
療
機

　
関
か
ら
国
保
に
七
勧
分
の
七
手
円

　
が
請
求
さ
れ
る
。

・
こ
う
し
た
請
求
が
あ
る
と
国
保
で

　
は
七
千
円
に
つ
い
て
加
害
者
と
被

　
害
者
か
ら
徴
収
し
ま
す
の
で
国
保

　
が
全
く
活
用
出
来
な
ぐ
な
り
治
療

　
費
を
負
担
し
た
り
で
、
大
変
な
損

　
害
を
こ
う
む
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
例
は
交
通
事
故
に
限

ら
す
第
三
者
に
よ
る
負
傷
全
般
に
該

一
当
し
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
届
出
を
さ

れ
る
よ
う
注
意
下
さ
い
。

楽
し
か
っ
た

㎝
　
　
第
二
回
健
民
運
動
会

τ
暑
羅
康
保
険
の
主
讐

ロ

一
昨
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
健
民
運
動

会
が
今
年
は
貝
野
地
区
の
被
保
険
者

を
対
称
に
去
る
八
月
二
十
四
日
、
貝

野
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
初
秋
の
一

日
、
楽
し
く
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
ぱ
、
体
育
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
国
保
事
業
の
理

解
を
深
め
、
保
健
活
動
を
さ
か
ん
に

し
よ
う
と
昨
年
か
ら
村
内
を
会
場
移

動
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
内
容

は
年
寄
り
か
ら
父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ

ん
子
ど
も
に
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、
だ
れ

で
も
気
楽
に
参
加
で
き
る
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
種
目
で
各
部
落
対
抗
競
技

が
お
こ
な
わ
れ
、
気
勢
も
あ
が
っ
て

な
か
な
か
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

【
写
真
は
健
民
運
動
会
で
急
救
法
の

実
演
】

生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
老
後
に
も

　
　
　
9
月
循
日
か
ら
老
人

　
　
　
福
祉
週
間

　
長
い
人
生
を
家
庭
や
社
会
の
た
め

に
つ
く
し
て
こ
ら
れ
た
老
令
者
の
し

あ
わ
せ
を
、
み
ん
な
で
あ
た
た
か
く

つ
つ
み
、
敬
老
思
想
を
た
か
め
よ
う

と
、
今
任
も
九
月
十
五
日
ル
老
人
の

目
磁
か
ら
一
週
間
を
老
人
福
祉
週
間

と
し
て
各
地
で
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

行
亭
が
催
さ
れ
ま
す
が
、
村
で
も
、

財
団
法
八
上
村
病
院
で
は
十
六
、
七

噛
日
の
二
日
間
、
老
人
の
無
料
健
康
診

一
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

｝
最
近
は
各
地
区
に
老
人
多
ブ
が

ハ
つ
く
ら
れ
お
互
い
に
親
交
を
深
め
た

万
、
新
時
代
の
社
会
篶
を
勉
強
す

一
る
活
動
が
さ
か
ん
で
す
が
、
さ
き
ご

一
ろ
、
貝
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
〉
会
長

柳
直
春
さ
ん
、
会
員
七
十
名
）
で
は

小
沢
の
慈
眼
寺
で
総
会
を
開
き
、

”
花
い
っ
ば
い
運
動
”
や
講
座
を
開

く
計
画
な
ど
を
み
ん
な
で
相
談
し
、

そ
の
あ
と
山
崎
婦
人
会
花
藤
会
、
広

田
芙
代
さ
ん
一
行
の
日
本
舞
踊
や
民

謡
お
ど
り
を
披
露
し
て
も
ら
っ
て
、

飛
び
入
り
の
、
の
ど
自
慢
や
か
く
し

芸
に
一
日
楽
し
い
集
い
を
開
き
ま
し

た
．

　
【
写
真
は
お
ど
り
を
楽
し
む
老
人

達
】

．
青
級
料
理
コ
ー
ス

の
お
し
ら
せ

　
こ
ん
ど
青
年
学
級
で
、
料
理
コ
ー

ス
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午

後
七
時
三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分
の

二
時
間
で
、
場
所
は
田
沢
小
学
校
家

庭
実
習
室
で
行
な
い
ま
す
．

昭和40年9月15日東さカ・
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一
万
年
の
昔
を
探
る

　
　
　
　
干
溝
で
遺
跡
発
堀
調
査

，
去
る
九
月
穴
日
か
ら
ギ
溝
の
中
林

地
喀
（
同
部
落
江
口
平
一
さ
ん
所
有

畑
）
で
、
東
北
大
学
又
学
部
芹
沢
長

介
助
教
授
一
行
に
よ
り
、
い
ま
か
ら

約
一
万
年
前
と
推
定
さ
れ
る
石
器
時

代
の
遺
跡
発
堀
調
査
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
東
北
大
学
と
日
本

文
北
研
究
所
主
催
の
学
術
調
査
で
、

一
行
は
芹
沢
助
教
授
を
は
じ
め
同
大

学
、
東
京
大
、
明
治
大
の
学
生
研
究

生
や
民
間
考
古
学
研
究
家
な
ど
十
名

で
地
元
中
里
村
教
育
委
員
会
も
協
力

し
て
い
る
も
の
で
す
．

　
土
器
や
石
器
類
は
、
古
代
文
化
を
一

知
る
上
に
重
要
な
手
が
か
り
で
す
が

現
在
日
本
の
考
古
学
で
は
、
い
わ
ゆ

る
縄
文
式
時
代
は
”
新
石
器
時
代
”

と
し
て
い
ま
か
ら
約
五
、
六
千
年
前

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

芹
沢
助
教
授
等
の
研
究
で
、
縄
文
式

豪
も
古
い
と
推
定
さ
れ
る
隆

麟鐸曝朧購繋

起
線
士
器
（
土
器
に
隆
起
し
た
細
い

線
状
の
文
様
が
あ
る
）
が
発
堀
さ
れ

て
お
り
、
ま
だ
土
器
が
発
明
さ
れ
な

か
っ
た
無
土
器
文
化
時
代
と
の
境
目

一
は
、
”
九
千
年
か
ら
一
万
年
前
と
い
う

学
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
日
本
の
考
古
学
界
で
は

新
し
い
学
説
で
注
目
さ
れ
て
い
る
研

究
だ
そ
う
で
す
。

　
、
”
雛
・
…
・
・
　
石
器
時
代
”
を
研
究
し
ょ
う
と
い
う

　
　
　
、
…
繊
も
の
で
、
す
で
に
芹
沢
助
教
授
は
全

■
翻
麟
国
各
地
で
”
薯
釜
器
を
称
す

　
　
　
璽
る
石
ヤ
リ
状
の
石
器
を
発
堀
し
て
い

　
　
灘
一
欝
響
騒
鶴
難
縫
鷲

　
　
　
　
　
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
中
林
遺
跡
か
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土
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田
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田
沢
本
村

倉
俣
本
村

重
地

清
田
山

ら
も
”
有
舌
尖
頭
器
4
の
特
徴
を
も

っ
た
石
器
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の

調
査
の
成
果
は
日
本
の
考
古
学
の
研

究
に
貴
重
な
資
料
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
．

【
写
真
は
発
堀
さ
れ
た
中
林
遺
跡
】

郡
市
青
年
の

集
い
開
か
る

　
　
　
青
年
の
主
張
発
表
会

　
　
　
を
か
ね
て

　
去
る
十
一
、
十
二
日
と
「
郡
市
青

年
の
集
い
」
が
、
十
日
町
公
民
舘
で

盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
十
一
日
は

百
二
十
人
近
く
の
人
が
集
ま
り
、
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
班
別
の
余
興

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
で
ハ
ッ
ス
ル

し
、
お
も
し
ろ
楽
し
く
十
一
日
の
夜

を
す
ご
し
た
マ
明
け
て
十
二
目
は
、

審
査
に
当
っ
て
の
講
評
、
入
選
者
の

発
表
、
表
彰
等
、
県
教
有
庁
社
会
教

育
主
事
の
俵
谷
正
樹
先
生
の
講
演
、

班
別
に
分
れ
て
講
演
の
中
か
ら
「
割

勘
、
デ
ー
ト
等
に
つ
い
て
」
を
討
議

。
反
省
会
に
お
い
て
は
、
た
い
へ
ん

有
意
義
で
あ
っ
た
か
ら
、
来
年
も
ぜ

ひ
と
い
う
声
が
圧
倒
的
だ
っ
た
．
最

後
に
、
全
員
で
う
で
を
く
み
、
な
ご

り
を
お
し
み
な
が
ら
、
歌
を
合
唱
し

て
全
日
程
を
終
了
し
た
。

樋
膏
年
の
主
張
U

　
農
業
に
生
き
る

　
私
の
苦
し
み
と

　
喜
び

　
　
　
　
山
田
勝
治

　
農
家
の
次
男
と
し
て
生
れ
た
俺
だ

が
、
今
、
こ
う
し
て
農
家
に
生
活
し

て
い
る
訳
を
話
そ
う
。
思
え
ぱ
今
か

ら
五
年
前
の
三
月
の
事
だ
。
俺
は
東

京
に
出
て
い
た
。
兄
貴
も
そ
の
年
東

京
に
土
方
に
行
っ
て
い
た
。
突
然
兄

貴
は
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
。
ケ
ガ

し
た
時
は
こ
れ
程
に
成
る
と
は
俺
は

思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
．
そ
の
ケ
ガ

が
も
と
で
五
年
過
ぎ
た
今
で
も
、
無

理
の
出
来
な
い
体
に
成
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。

　
俺
は
も
ち
ろ
ん
、
家
中
の
生
活
が

一
変
し
て
し
ま
っ
た
．
今
の
今
ま
で

東
京
で
生
活
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
俺
が
ご
う
し
て
農
業
に
生
き
る
そ

の
時
の
気
持
は
文
で
も
あ
ら
わ
し
よ

う
も
な
い
。
そ
れ
に
母
は
体
が
弱
く

毎
日
薬
を
か
か
し
た
こ
と
が
な
い
．

田
の
方
も
六
反
そ
こ
く
。
山
の
中

で
生
活
す
る
気
楽
感
は
あ
る
け
れ

ど
、
た
だ
六
反
の
田
で
一
年
中
働
き

田
の
仕
事
の
暇
を
見
つ
け
、
他
人
の

仕
事
に
出
な
け
れ
ば
生
活
費
は
赤
字

が
多
く
な
る
ぱ
か
り
。
．
母
の
弱
体
に

く
わ
え
て
父
も
体
が
つ
か
れ
て
こ
ま

る
と
言
い
な
が
ら
休
む
日
が
あ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
ん
な
時
、
皆
様
は
ど

う
考
え
る
で
あ
6
う
か
？
俺
は
今
ど

の
よ
う
に
し
て
自
分
の
理
想
家
庭
が

作
れ
る
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
あ

あ
…
…
。
考
え
れ
ぱ
考
え
る
程
自
分

で
淋
し
く
成
り
、
そ
し
て
苦
し
み
、

時
に
は
泣
き
だ
し
た
く
な
る
こ
と
も

あ
る
。
も
し
兄
貴
さ
え
ケ
ガ
を
し
な

け
れ
ぱ
、
俺
は
今
ど
ん
な
に
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
か
？
少
な
く
も
今
の

よ
う
な
俺
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

？
自
分
の
理
想
ど
う
り
進
ん
で
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
自

分
で
自
分
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
な
気
持
さ
え
す
る
。
こ
ん
な

小
さ
な
部
落
で
、
道
で
も
出
来
な
け

れ
ば
こ
れ
以
上
の
生
活
費
も
出
せ
な

い
よ
う
な
、
不
安
に
と
り
ま
か
れ
て

俺
は
生
活
し
て
い
る
。
せ
め
て
そ
の

年
、
そ
の
年
が
気
楽
に
過
ご
せ
た
ら

ど
ん
な
に
幸
せ
で
あ
ろ
う
。
東
京
に

は
仲
の
良
い
友
達
だ
っ
た
二
人
が
出

て
い
る
が
、
今
で
は
毎
日
毎
日
が
た

の
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
言
う
よ
う

な
様
子
で
し
た
。
こ
ん
な
彼
等
を
見

て
い
る
と
自
分
は
あ
せ
り
だ
し
て
し

ま
う
．
あ
せ
れ
ば
あ
せ
る
程
自
分
の

目
σ
前
の
道
が
う
す
れ
て
ど
う
な
っ

て
い
る
か
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
．

あ
の
遠
い
山
に
向
っ
て
ど
な
っ
て
や

り
た
い
。
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
ー
、
パ
カ
ヤ

ロ
ウ
ー
、
時
に
は
大
き
い
声
で
泣
い

て
も
見
た
い
。
も
し
そ
れ
で
心
の
苦

し
み
が
晴
れ
る
な
ら
ど
ん
な
に
か
う

れ
し
い
だ
ろ
う
。
苦
し
み
…
…
。
苦

し
み
っ
て
な
ぜ
あ
る
ん
だ
ろ
う
。
こ

ん
な
も
の
は
無
い
方
が
…
…
。
苦
し

み
が
あ
っ
て
こ
そ
楽
し
み
が
あ
る
の

だ
と
、
人
は
喜
う
け
ど
，
で
は
苦
し

み
し
か
無
い
俺
達
は
ど
う
な
ん
だ
外

面
か
ら
み
れ
ば
た
の
し
そ
う
に
見
え

て
も
、
心
の
中
に
は
い
つ
も
苦
し
い

と
言
う
言
葉
が
は
な
れ
や
し
な
い
。

生
き
る
．
何
の
た
め
に
苦
し
み
、
か

な
し
む
為
に
か
！

　
も
し
俺
が
長
男
だ
つ
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
？
今
よ
り
は
苦
し
み
が
少
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
？
そ
う
、
心
の
苦

し
み
は
今
の
俺
よ
り
も
し
俺
が
長
男

だ
っ
た
方
が
心
の
苦
し
み
は
少
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
…
…
。
そ
れ
は

俺
は
中
学
を
出
て
す
ぐ
東
京
に
生
活

す
る
こ
と
を
望
み
、
そ
し
て
自
分
の

力
の
か
き
り
頑
張
っ
て
見
た
か
っ

た
．
そ
の
望
を
一
し
ゅ
ん
に
取
ら
れ

て
し
ま
っ
た
時
、
そ
れ
が
頭
の
奥
に

あ
る
以
上
、
今
の
土
倉
に
生
活
す
る

の
が
淋
し
く
あ
り
、
苦
し
く
も
あ
る

の
だ
1
な
ぜ
俺
の
よ
う
な
若
い
者
が

喜
ん
で
体
を
農
業
に
打
ち
こ
め
る
よ

う
に
部
落
は
い
や
、
村
、
県
、
国
は

し
て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
ろ
か
？
若
い

者
が
、
か
な
し
み
、
苦
し
ん
で
し
か

た
な
く
農
業
を
や
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
で
何
年
か
先
に
は
農
村
の
明

る
い
家
庭
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か

？
国
は
何
を
見
て
い
る
の
か
？
簡
た

ち
が
こ
れ
だ
け
苦
し
み
、
か
な
し
ん

で
い
る
の
が
わ
か
ら
な
い
の
か
1
今

年
も
選
挙
前
は
へ
大
分
農
家
の
味
方

を
す
る
よ
う
な
こ
と
を
申
し
た
て
て

い
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
れ
が
実
行

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
い
や
実
行
さ
．

れ
る
と
云
う
こ
と
に
な
れ
ば
も
う
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

雅
韓
難
糊
鷲
盤

に
な
る
ま
で
農
家
の
立
場
を
良
く
す

る
よ
う
に
見
せ
か
け
、
い
ざ
票
が
多

く
入
れ
ぱ
そ
の
後
は
な
に
も
知
ら
な

い
顔
を
し
て
い
る
．
貴
方
が
た
は
そ

れ
で
ま
ん
ぞ
く
し
て
い
ら
れ
る
九
で

す
か
？
俺
達
、
若
い
者
の
心
を
苦
し

め
、
か
な
し
ま
せ
て
、
そ
れ
で
貴
方

が
た
は
人
間
な
ん
で
す
か
、
と
ま
で

い
い
た
く
な
る
。
又
そ
れ
が
こ
の
世

の
中
の
本
当
の
有
様
な
ん
で
し
ょ
う

か
？
一
日
も
早
く
、
い
や
一
秒
で
も

明
る
い
、
そ
し
て
生
活
の
豊
か
な
農

村
が
出
来
、
，
若
い
者
が
気
楽
に
た
の

し
く
生
活
し
て
行
け
る
よ
う
な
状
態

に
し
で
も
ら
い
た
い
。
今
、
土
倉
で

ば
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
き

若
し
者
の
自
由
時
間
が
全
然
無
い
よ

う
な
状
態
で
す
－
自
由
時
間
と
由
し

ま
す
と
月
，
一
回
の
農
休
日
位
の
も
の
、

で
す
・
も
っ
と
ぐ
煮
券
畠

時
間
を
あ
た
え
て
も
ら
い
た
い
。
こ

れ
は
俺
達
の
部
落
だ
け
で
は
な
い
と

棚
篭
瀞
鋤
鱗
墨


